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老人福祉週間



マ
:
私
は
老
人
相
談
員
を
お
L

せ
っ

か
っ
て
い
ま
す
。
一
時
は
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
民
生
委
員
さ
ん
の
も
と
で

働
く
し
ご
と
で
、
日
が
た
つ

に
つ
れ
て
、
内
容
も
わ
か
り
、
半
1
0

楽
し
く
訪
問
い
た
し
て
お
り

J
i
'
つ

ま

す

。

〈

ウ

D

マ

一

人

暮

し

の

吉

川

寂

こ

オ、
，

O
口

し
い
こ
と
が
多
い
の
か
、
毎
!
、
リ

尽
の
訪
問
を
待
ち
に
待
っ
て
い
ろ
い
ろ
世
し

b
q，

間
話
や
過
去
の
経
験
や
苦
労
話
な
ど
を
な

3
か

さ
い
ま
す
。
ま
た
次
回
の
訪
問
が
少
し
で
勺

も
遅
れ
る
と
電
話
を
く
だ
さ
っ
て
心
配
し
々
、

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

マ
・
社
会
福
祉
行
政
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
、
老
人

読者

登壇

福
祉
も
良
く
な
り
、
老
齢
年
金
、
医
療
施
設
も
向
上

し
て
、
本
当
に
有
難
く
思
い
ま
す
が
、
世
の
中
が
進

む
に
つ
れ
て
人
間
関
係
も
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
り
、

渡辺サツ

(71歳)

(柴農業)

愛
情
に
乏
し
く
、
老
人
は
軽
視
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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マ
;
・
愛
情
な
き
社
会
は
、
決
し
て
幸
福
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
お
互
い
み
ん
な
が
い
た
わ
り
合

ぃ
、
愛
情
の
あ
る
社
会
こ
そ
本
当
の
幸
福
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
余
生
の
短
か
い
老
人

で
ど
、
ざ
い
ま
す
o

み
な
さ
ん
朝
に
タ
に
愛
情
こ
も

っ
た
や
さ
し
い
お
言
葉
を
お
か
け
く
だ
さ
る
こ
と

こ
そ
、
千
金
に
も
ま
さ
る
た
ま
も
の
か
と
存
じ
ま

す。
マ
・
:
私
達
は
一
日
一
日
が
楽
し
く
、
心
豊
か
に

暮
せ
る
こ
と
を
希
望
し
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
味
を

生
か
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
老
人
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

(
長
浜
町
老
人
家
庭
相
談
員
)

は
い
る
前
は
張
り
切
っ
て
ニ
コ
ニ
コ
の
ボ
ク
o

「
ほ
ん
と
に
は
い
る
?
」
「
う
ん
」
「
こ
わ
い
ゾ

l
H・
」
「
い

い
、
は
い
る
」
・
・
。
い
よ
い
よ
入
場
順
番
の
到
来
。

門
を
く
ぐ
る
と
、
さ
さ
ボ

l
ボ
ー
の
お
ば
け
屋
敷
。
次
々
と
飛
び

出
す
オ
バ
ケ
た
ち
に
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
は
ど
こ
え
や
ら
。
こ
れ
は
と
ん

で
も
な
い
所
へ
来
た
も
ん
だ
と
ば
か
り
に
、
た
ち
ま
ち
恐
怖
の
顔

面
、
着
物
が
似
れ
そ
う
な
く
ら
い
し
が
み
つ
い
て
ギ
ャ

l
ギ
ャ

i
ソ

l
ワ

l
。

や
っ
と
の
思
い
で
出
口
へ
出
た
と
き
は
も
う
、
だ
ん
ま
り
、
し
ん

み
り
。
;
こ
れ
は
八
月
二
日
三
目
、
長
浜
町
商
工
ヂ
青
年
部
が
主
催

し
た
「
オ
バ
ケ
屋
敷
大
会
」
で
の
一
コ
ヴ
。

三
年
前
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
こ
と
し
も
好
詐
。
夏
の
観
光
行
事
に

花
を
添
え
た
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
オ
バ
ケ
屋
敷
、
な
ん
と
い
っ
て
も
準
備
が
大

変
u

部
員
二
十
五
人
が
総
出
で
夏
盛
り
の
暑
い
日
に
一
週
間
か
か
り

の
大
し
ご
と
。
さ
ら
に
当
日
は
当
日
で
オ
バ
ケ
さ
ん
は
暑
さ
と
砂
ぼ

こ
り
の
中
で
約
千
五
百
人
の
入
場
者
相
手
に
大
奮
闘
。
と
い
っ
て
収

訴
は
ほ
と
ん
ど
ィ
、
ネ
ィ
、
不
と
か
。

観
民
の
私
た
ち
は
「
来
年
も
」
と
い
い
た
い
が
、
三
年
前
ほ
と
入

場
者
が
な
か
っ
た
せ
い
内
部
員
の
表
情
は
渋
い
。
と
も
か
く
、
こ

苦
労
さ
ん
o

〔
写
真
は
、
長
浜
の
加
藤
久
士
山
さ
ん
ふ
ん
す
る
υ
生
首
オ
バ
ケ
N

〕
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上国〉
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母車内(年
こ保〔金

とl換
ド料
三の
ぱ納
い付

国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
分
の
納
付

を
今
年
い
っ
ぱ
い
に
限
り
受
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
特
年
金
の
「
十
年
年

金
」
ー
に
「
五
年
年
金
」
の
支
給
が
す
で

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

十
年
年
金
は
十
七
万
四
千
百
五
十
円

(
月
額
一
万
四
千
五
百
十
二
円
)
、
ま

た
五
年
年
金
は
十
一
万
一
千
四
百
五
十

六
円
(
月
額
九
千
二
百
八
十
八
円
)
が

受
給
者
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
十
五
年
納
付
の
本
来
の
「
老
齢
年

金
」
は
三
十
三
万
九
千
六
百
円
(
月
額

二
万
八
千
三
百
円
)
に
な
り
ま
し
た
。

長
い
期
間
、
保
険
料
を
納
め
た
苦
労

が
実
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
多
額
の
年
金

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

し
か
し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

た
と
え
五
年
、
十
年
と
納
め
続
け
て
い

て
も
、
あ
る
時
期
の
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
二
年
を
過
ぎ
る
と
納
め
た
く
て
も

新
農
業
委
員
決
ま
る

再

任

ロ

新

人

5

昭
和
五
十
年
七
月
二
十
日
か
ら
昭
和

五
十
三
年
七
月
十
九
日
ま
で
の
三
年
間

を
担
当
す
る
長
浜
町
農
業
委
員
に
次
の

方
々
が
決
ま
り
ま
し
た
。

中
上
芳
則
(
黒
田
・
再
)
松
岡
寛
一

(
櫛
生
・
再
)
増
田
典
一
郎
(
櫛
生
・

新
)
石
山
由
一
豆
(
出
海
。
再
)
二
宮
邦

(
豊
茂
・
再
)
藤
田
栄
一
(
下
須
戒
・

再
)
久
井
貞
治
郎
(
大
越
・
再
)
宮
本

数
美
(
戒
川
・
再
)
徳
山
幸
男
(
柴
@

新
)
鎌
田
賢
一
(
沖
浦
。
再
)
以
上
は

公
選
委
員
。
二
宮
重
憲
(
穂
積
・
新
)

畑
山
鶴
夫
(
出
海
。
新
)
以
上
は
農
協
、

農
業
共
済
組
合
推
せ
ん
委
員
。
東
由
主

(
白
滝
・
再
)
小
西
豊
己
(
血
豆
茂
・
再
)

山
下
清
雄
(
上
老
松
・
再
)
津
田
忠
士

(
今
坊
・
再
)
石
田
政
雄
(
須
沢
新
)

以
上
は
議
会
推
せ
ん
委
員
。

会

長

東

豊

氏

l乙

新
し
く
決
ま
っ
た
農
業
委
員
の
初
会

が
七
月
二
十
六
日
長
浜
町
体
育
館
で
開

か
れ
、
会
長
一
仏
東
豊
氏
、
会
長
代
理
に

小
西
豊
己
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
o

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
の
「
老
齢
年

金
」
は
、
十
年
年
金
や
五
年
年
金
を
除

い
て
は
、
建
前
と
し
て
、
そ
の
人
が
六

十
歳
に
な
る
ま
で
に
二
十
五
年
間
の
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
未
納
分
が
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
な

f
数
不
足
の
た
め
に
、
せ
っ
か
く
の
年

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

そ
こ
で
、
と
く
に
こ
う
い
う
人
を
な

く
す
た
め
、
特
例
と
し
て
、
今
年
十
二

月
の
末
日
を
最
終
期
限
と
し
て
、
過
去

の
納
め
て
い
な
い
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
役
場
園
長
年
金
係
へ
。



陽
だ
ま
り
の
部
屋

整
備
責
な
ど
補
正

般

計

会

~3 ・w

一
般
会
計
予
算
に
主
千
百
二
十
八
万

五
千
円
が
補
正
さ
九
、
当
予
符
総
額
は

j
八
億
六
千
百
主
十
五
万
五
ヱ
円
と
な

り
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
の
お
も
な
使
い
み

ち
は
次
の
通
り
。

長
浜
小
学
校
建
設
局
地
防
入
費
二
千

万
川
。
古
畑
農
道
(
柴
)
、
上
老
松
曲
民

道
新
設
事
業
費
お
よ
ブ
川
瀬
排
水
路
改

良
一
事
業
資
五
百
三
十
一
万
円
。
町
道
民

以
線
(
出
海
)
改
良
費
三
百
ぺ
十
四
万

五
千
円
。
現
年
度
農
業
施
設
災
害
復
旧

慈
賞
〔
農
道
山
村
坊
線
(
此
と
ほ
が
六
か

問
所
〕
七
百
万
円
。
珂
年
度
公
共
土
木
地

輔
設
災
山
首
仮
出
費
〔
町
道
都
問
線
(
柴
〉

寵
ほ
か
五
か
所
U

一
一
一
百
八
十
八
万
九
千
円

噛
農
道
新
設
お
よ
び
舗
装
負
担
金
二
百
六

圃
十
万
円
。
白
積
小
学
校
運
司
場
照
明
施

翻
設
設
置
費
二
百
宜
十
万
円
。
大
和
、
豊

週
茂
、
戒
川
の
各
公
民
館
に
設
置
す
る
協

匹
だ
ま
り
の
部
屋
用
備
品
購
入
費
百
四
十

田定例会

ム
ヱベ

長
浜
町
議
会
第
三
回
定
例
会
以
七
月
二

十
五
日
町
体
育
鰭
で
悶
か
れ
、
上
程
さ
れ

た
十
議
案
が
い
ず
れ
も
開
話
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
一
般
一
質
問
、
行
わ
れ
、
刊
日
正
料
、

新
成
田
己
、
山
本
議
、
平
井
日
立
秋
、
丙
市
口
正

幸
の
豆
氏
が
質
問
戸
市
一
ち
、
」
1
四
件
の
民

間
そ
行
い
ま
し
た
。
司
決
芯
れ
L
L

こ
と
、

一
般
質
問
(
ニ
ペ

i
/
)
の
お
も
な
も
一
山

ψ
内
所
得
。
は
次
の
辺
1
ノ。

七
万
六
千
円
。
観
光
地
没
前
配
備
社
助
金

百
二
十
七
芳
一
千
円
。

高
齢
者
年
金

山
千
円
に

長
浜
町
一
両
齢
者
託
金
条
例
の
一
ぃ
掛
か

改
正
さ
れ
、
}
れ
ま
で
年
コ
一
千
円
だ
っ

た
高
同
者
保
金
が
千
門
了

y
プ
さ
れ
、

一
平
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
敬
老

U

日
に
支
恰
。

ユー，ャ，r，..
計ぞ陪1
僅[立 71<
a特
ETI 
設 三云

j主計
万を
円

筒
易
水
垣
事
業
円
、

ζ

れ
ま
で
は

対
よ
そ
一
般
余
計
で
運
常
し
て
い
ま
し

た
が
、
よ
り
円
借
な
運
営
と
経
月
一
の
適

正
を
は
か
る
た
め
、
新
た
に
「
長
浜
町

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
条
例
」
が
設

け
ら
れ
、
四
月
一
日
に
さ
か

ωぼ
っ
て

滴
用
三
れ
プ
の
こ
と
に
だ
れ
ま
し
た
じ

J

2

た
、
こ
り
当
初
予
算
も
可
決
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
は
一
千
三
百
十
一
万

三
千
円
。
お
も
な
佐
川
み
ち
は
、
淫
行

地
区
飲
料
収
供
給
施
設
ぷ
業
費
に
七
百

二
十
四
万
円
水
道
管
恕
費
二
ヨ
四
十

五
万
ぺ
千
円
。
会
山
費
利
子
二
百
立
十

五
万
円
ー
な
ど
。

こ
の
ほ
か

①
四
十
九
日
午
度
水
道
半
業
お
よ
び
工

業
用
水
道
事
業
会
計
の
挟
立
認
定
に
つ

い
げ
て
⑦
手
数
料
条
例
の
一
部
会
改
正
す

ろ
条
例
を
定
め
る
乙
と
に
つ
い
て
③
国

民
年
令
印
が
山
賊
入
基
金
条
例
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
④
公
有
水
面
開
校
て

(
須
沢
内
ウ
ネ
)
に
つ
い
て
!
の
各
ぉ

案
一
、
川
原
案
進
わ
ン
可
決
さ
れ
ま
1
J
だ。

人
諮
問
題
は
児
玉
き
ん
へ

日
ー
滝
の
川
児
玉
徳
五
郎
さ
ん
も
八
権
擁

護
委
員
で
す
o

人
権
問
起
で
お
悩
み
の

同

勢

調

査

何

(

ま

す

lこ

き
た

ω
十
月
一
日
到
作
一
一
八
王
凶
い
っ

せ
い
一
に
同
勢
調
査
が
行
わ
れ
き
一
J

U

減
一
査

z
i
;
l
 

i
;
 

長
年
a
-
E
戸

口一勢
、こ一玉品

目
ノ
一
U
U「
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A
L

T-w
一
u

目
凶

r
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ι
長
一
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54 

49 

(男) 44 (女)
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1J4 

J

J
コ

イコピトソシ

水

。
ゃ
4
U
F

O
L
o
 

d

b」
調
。

町
一
四
針
。

色りは屋根のいたみのほカ

J_一、
仁3

りの点検

イントは

います。

) 0 

々
、
ど
相
抜
く
だ
さ
い
っ
弔
巾
司
叫
内
山
、

4
1

0
5
2
5
(有
)
7
1
0
7
0

開
封
調
査
は
、
わ
が

国
に
伶
パ
で
い
1

る
す

べ
て
の
人
を
対
決
に

行
一
「
、
基
本
山
人
口

調
査
を
中
心
と
す
る

;
λ

一
!
:

メ
カ
?
刀
り
な
荒
木
却

下
、
そ
の
結
果
は
行

政
面
ほ
か
広

範
刷
聞
に
わ
た

っ
て
利
制
さ

れ
る
重
要
な

調
査
で
す
。

大
正
九
年
の
第
一
回
調
査
以

ド
五
午
ご
と
に
行
わ
れ
て
ハ

る
も
の
ご
、
今
回
の
剥
査
は

十
二
回
目
に
河
り
ま
す
i

今
日
の
調
査
も
、
与
な
さ
ま

の
ご
協
力
に
よ
り
、
乙
れ
ま

で
は
上
に
立
派
な
成
果
が
同

ら
れ
斗
l

、
す
よ
う
、
調
杢
口
、
が

向
い
ま
し
た
節
は
、
格
別
の

ご
理
問
と
こ
協
力
会
お
願
い

I
)
古品

r
u
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今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
堤
正

和
、
新
盛
己
、
山
本
一
菩
一
問
、
一
一
平
井
翠
秋
、

西
宮
正
幸
の
五
氏
が
質
問
を
行
い
ま
し

た

町

の
見

還

し

は

0) 

堤
議
員
:
自
主
財
源
も
な
く
交
付
金

で
町
政
を
進
め
て
い
る
現
状
を
考
え
る

と
複
雑
だ
。
今
後
の
町
財
政
の
見
通
し

と
し
て
の
対
策
、
心
構
え
は
j
o
ま
た

こ
れ
に
よ
る
当
初
の
事
業
計
画
な
ど
に

支
障
は
な
い
か
。

町
長
:
岡
地
方
財
政
の
硬
直
化
是
正
に

対
し
て
は
現
在
、
国
を
あ
げ
て
対
策
を

立
て
て
い
る
が
、
今
す
ぐ
に
立
直
れ
る

よ
う
な
特
効
薬
的
な
も
の
は
な
い
。
し

か
し
本
年
度
当
初
に
組
ん
で
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
財
政
措
置
の
見
通
し
が
つ

い
た
の
で
損
傷
な
く
実
施
で
き
る
。
あ

と
の
も
の
に
つ
い
て
は
〈
寸
の
と
こ
ろ
、

収
入
財
源
の
増
加
が
み
ら
れ
な
い
の
で

節
約
を
し
、
で
き
る
限
り
生
活
福
祉
に

影
響
し
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
ト
た

ヘA
O

闘幽盤幽幽鐙盤幽臨幽盤料調雌側関親額融鞠輯瞬間盤幽遜極圏璽盛騒璽盟関T議

間

工

業

者

対

策

は

ど

の

よ

う

に

堤
議
員
・
・
・
国
策
の
総
需
要
抑
制
を
受

け
て
長
浜
町
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い

る
が
、
二
次
開
発
に
希
望
と
期
待
を
も

っ
て
先
行
投
資
し
た
商
工
業
者
に
対
し

て
町
当
局
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
も
っ

て
い
る
か
。
ま
た
保
興
資
金
、
運
転
資

金
な
ど
の
時
以
木
策
は
・
;
。

町
長
菅
島
E

世
界
的
な
経
済
情
勢
の
変
化

に
よ
る
不
況
の
波
で
、
町
単
独
で
は
解

決
で
き
な
い
。
し
か
し
国
、
県
の
方
針

に
そ
っ
て
公
共
事
業
の
早
期
着
工
、
そ

の
他
の
波
及
的
効
果
を
上
げ
る
よ
う
に

力
を
注
い
で
い
る
。
ま
た
融
資
対
策
は

運
転
資
金
八
十
万
円
、
設
備
資
金
百

万
円
の
悼
を
構
え
て
い
る
。
乙
の
不

況
が
極
婦
に
回
復
す
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
経
営
者
に
お
い
て
も
経
営
の

診
断
、
体
質
改
善
の
努
力
を
お
願
い
し

ム
に
し

ど

う

す

る

町内商工業も不況対策が皇室
まれている

新
一
議
員
・
沖
油

1
小
浦

間
の
ダ
ン
プ
通
行
が
標
識

通
り
に
行
わ
れ
ず
、
位
宅

へ
の
摂
動
が
ひ
と
い
c

ま

た
長
浜
駅
前
通
り
?
?
古
川
山
利

満
載
の
ダ
ン
プ
か
山
利
を

洛
ー
と
し
ホ
コ
リ
と
な
「
て

付
近
の
住
民
か
ら
苦
情
が

で
て
い
る
。
こ

ω
よ
う
な

現
状
に
町
は
と

ω
よ
う
な

考

L
r
t寸
「

て

J

る
か
。

'
J

一
(
ー
;

町
長
山
こ
の
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
地
域
住
民
か
ら
要
望
も
あ
り
、
徐
行

運
転
、
重
量
制
限
の
励
行
、
改
良
工
事

な
ど
が
解
決
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
o

こ
れ
は
町
以
外
の
関
係
機
関
に
関

す
る
こ
と
と
、
ダ
ン
プ
な
ど
業
者
に
関

係
し
て
く
る
の
で
、
県
当
局
、
公
安
委

員
会
、
同
開
運
局
、
業
者
へ
そ
れ
ぞ
れ
強

力
に
要
請
し
て
地
域
住
民
の
不
安
解
消

を
は
か
る
方
向
で
全
力
を
あ
げ
て
い
き

た
し

報

横

金

有

効

活

用

を

[ま

ダンプ公害の苦情は再三出ている

新
議
員
・
報
償
金
が
納
税
額
ピ
恥
じ

て
昂
一
付
さ
れ
る
こ
と
と
、
完
納
と
い
う

事
実
に
対
し
て
税
額
の
何
が
わ
か
の
支
給

が
あ
る
と
い
う
見
解
が
不
統
一
で
あ

る
。
か
り
に
教
員
、
従
業
員
が
納
税
組

合
を
つ
く
っ
て
報
償
金
を
丙
ぴ
受
け
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
報
償
金
は
ど
う
い
う
趣
旨

で
出
さ
れ
、
金
額
や
一
戸
数
に
関
係
す
る

り
か
。
ま
た
区
内
で
の
使
途
に
つ
い
て

も
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
指
導
す
べ

き
で
は
な
い
か
:
。

町
長
-
:
①
ま
ず
交
付
は
納
税
成
偵
の

優
良
な
納
税
組
合
に
交
付
す
る
も
の
一
、
、

納
税
組
合
単
位
の
納
税
額
ピ
対
し
一
定

の
率
で
交
付
し
て
い
る
o

個
人
別
に
明

細
は
つ
け
て
い
な
い
⑨
組
合
内
部
つ
ま

り
各
区
の
使
途
に
対
し
て
は
日
主
性
に

任
せ
て
お
り
、
町
は
ま
っ
た
/
¥
関
勺
し

て
ぬ
ら
ず
、
U

一
二
た
関
与
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
切
特
別
問
収
に
つ
い

て
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
給
与
心

支
出
ー
い
寸
る
者
が
給
与
か
ら
以
収
寸
ノ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
納
税
義
務
者
何

人
の
意
思
で
約
一
収
↓
刀
法
の
選
択
が
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
④
納
税
組
合

の
指
導
は
毎
年
一
目
、
地
区
別
に
納
税

組
合
長
会
議
を
開
い
て
納
税
思
想
の
普

及
、
徹
底
を
は
か
り
、
円
滑
な
運
営
モ

進
め
て
い
る
。
笠

震

の

道

路

舗

装

を

早

く

阜J1:r.舗主主力iEZまれている松笠付近国
道3ア8号線

山
本
一
議
員
・
国
道
三
七
八
号
線
住
笠

付
近
は
未
舗
装
の
ま
ま
で
抄
ボ
コ
リ
も

ひ
ど
く
、
自
転
車
で
通
勤
通
学
し
て

い
る
町
民
に
は
気
の
毒
で
危
険
性
も
あ

る
o

五
月
に
は
簡
易
一
舗
装
が
完
成
す
る

予
定
だ
っ
た
と
思
う
が
、
早
急
に
改
良

整
備
を
望
む
。

町
長
・
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
関
連

町
村
と
も
津
係
し
て
正
式
で
は
な
い
が

「
国
道
の
年
期
改
良
整
備
促
進
協
議

ム
一
こ
の
よ
一
つ
な
組
織
を
設
け
、
今
後
、

関
係
省
庁
へ
い
何
く
働
き
か
け
て
い
-
」
う

と
現
在
合
議
中
で
あ
る
。
ま
た
、
」
れ

に
関
連
す
る
松
市
V

付
近
の
舗
装
に
つ
い

て
は
五
十
一
年
度
に
完
全
に
実
植
す
る

と
の
こ
と
な
の
で
、
さ
ら
に
ホ
コ
リ
止

め
工
事
な
と
ふ
)
山
引
く
喪
主
一
、
ト
ド
小
川
主
務

所
で
検
討
し
て
い
く
と
り
返
答
一
下
つ
ら

っ
て
い
る
町

道

、

農

林

道

の

舗

装

整

備

を

山
本
議
員
町
道
に
新
し
く
十
一
路

線
が
認
定
さ
れ
た
が
、
舗
装
は
い
一
ー
に

な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
せ
っ
か
く
改
円
一

さ
れ
て
も
早
期
に
舗
装
守
れ
な
け
れ
ば

路
盤
制
優
な
ど
で
、
さ
ら
に
予
算
が
一
玄

な
る
。
こ
の
よ
う
に
ム
ダ
な
支
出
が
な

い
よ
う
良
林
道
も
合
わ
せ
て
早
期
に
実

施
す
る
計
画
は
な
い
か
。

町
長
・
:
町
道
、
農
林
道
の
整
備
計
画

は
関
連
地
域
の
住
民
の
要
望
に
応
え
て

順
次
、
開
設
設
工
事
を
進
め
て
き
た
が

一
Z

苔
問
題
に
な
る
の
は
ご
指
摘
の
よ
う

に
今
後
ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
し
一
寸
い

く
か
で
あ
る
o

し
た
が
っ
て
町
道
に
昨

年
十
一
路
線
編
入
し
た
が
、
そ
れ
ら
を

合
め
一
た
舗
装
計
画
を
単
年
度
で
は
ム
リ

な
の
で
、
五
カ
年
間
に
実
施
し
て
い
く

よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
o

ま
た
農
林

道
の
一
維
持
管
理
に
つ
い
て
ー
も
町
道
と
-
合

わ
せ
て
流
一
し
た
管
理
体
制
を
敷
ノ
、
方

向
で
、
現
在
、
農
水
諜
で
長
浜
町
に
ふ

さ
1

わ
し
い
体
制
は
ど
う
あ
る
べ
き
?
か
と

い
う
草
案
を
作
成
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

が
で
き
た
段
階
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

地
域
と
協
議
し
統
一
し
た
ん
向
で
?
っ

て
い
げ
き
た
い
。

沖

浦

漁

港

建

設

の

進

畏

状

況

は

山
本
議
員
:
沖
浦
漁
港
建
設
は
五
十

年
度
は
ど
れ
く
ら
い
の
予
算
で
、
と
の

程
度
の
い
事
業
が
何
月
こ
ろ
に
発
注
ヨ
れ

台
初
一
の
計
両
通
り
五
カ
年
計
画
で
実
施

が
可
t
k
か
。
こ
れ
に
伴
う
海
水
浴
場
の

漁
業
院
、
駐
車
場
用
地
の
問
題
な
ど
現

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ソ
、
る
か
c

町
長
・
総
需
要
抑
制
下
で
公
共
事
業

の
制
約
を
叉
け
て
い
る
一
の
が
実
情
で
あ

る
。
川
年
ぽ
二
千
五
百
万
円
で
出
発
?
に

た
が
、
今
年
度
は
主
だ
指
定
が
L
L

ご
て
い

な
い
が
、

U
他
民
悼
の
認
ー
定
は
一
千
八
百

万
円
と
な
っ
て
い
る
つ
建
設
期
間
J
J

川
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'Iljの影響で建設釦閉が延びるこ
れるt中浦漁港建設現場 Ui心
49えi:度工事分)

ろ
門
司
、
一
つ
な
要
凶
が
重
な
り
、
延
び

-1u

で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
o

一
方

海
水
浴
場
の
笠
併
は
漁
港
区
域
の
規
制

広
域
な
ど
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
除

い
た
区
域
に
今
年
度
1
U
海
水
浴
抱
設
を

整
慌
し
で
三
心
て
い
る
。
こ
っ
い
う
こ
と

か
り
最
終
的
に
は
漁
港
完
成
L

一
台
わ
せ

て
白
然
を
児
か
し
た
小
海
水
浴
場
の
整
備

を
は
か
つ
て

υ

ぎ
た
い
。

行

政

連

絡

会

ほ

ど

の

よ

誌

に

平
井
議
員
:
・
こ
れ
京
で
春
秋
二
回
聞

か
れ
て
川
に
行
政
連
紛
九
五
も
今
年
の
春

土
四
日
ふ
も
i
l
i
a
h
J

っ
こ
0

}

リ
コ
ミ
つ
二
人
J
J

仁
日

1
4
3
1
f
j
l
7

仕

E
じ

f
x
J
ー

も
こ
う
い
う
会
は
決
し

γ
一
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
も
の
で
は
:
い
。
せ
め
て
、
円

一
回
ぐ
ら
い
い
ほ
酌
艮
の
ナ

7
0
芦
を
川
河

い
て
ほ
し
は
:
・

町
長
:
・
向
/
れ
政
小
一
進
め
て
い
j

¥

人
中
本

出
な
も
の
は
広
ノ
¥
住
民
の
戸
を
聞
き
、

円
以
面
、
町
の
仕
事
、
施
策
不
二
工
し
く
五
一

え
理
r

所

L
て
も
ら
う
、
い
わ

ω
る

frい山

総
広
聴
μ
活
動
デ
一
完
全
に
以
め
て
い
く

-
」
と
だ
と
考
え
て
お
り
、
連
絡
会

ω意

義
も
認
め
一

J

る
。
し
か
し
従
来
の
持

九
方
は
多
少
マ
ン
、
一
ネ
リ
化
に
な
り
始
め

そ
こ
一
一
己
新
、
い
感
覚
を
盛
り
込
入
、
各

阿
川
の
芦
を
ど
の
よ
う
に
し
で
い
い
伝
う
か
司

ま
た
広
報
活
動
は
ど
の
方
法
が
最
良
か

検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
春
は
グ

広
報
な
が
は
ま
H
H

を
中
心
に
も
線
放
送

ケ
区
長
会
な
ど
の
会
ム
J

司
会
通
じ
て
周
知

し
埋
解
し
一
む
ら
う
と
と
も
に
出
問
活

向
の
秋
は
職
業
別
、
一
川
崎
別
な
ど
を
踏

ま
え
て
大
ぜ
い
の
人
の
声
二
-
一
聞
く
よ
う

御三主主義
出席が悪いこと刀3ら開催方法のあり
方が検討されている行政連絡会

九
一
ノ
什
政
連
格
全
に
し
た
い
。
年
に
最
低

一
回
は
安
佐
す
る
だ
J

え
で
進
め
て
い
る

統

合

し

に

つ

か

てた

長

中

平
井
議
長
・
統
九
日
し
十
長
浜
中
学
校

は
校
舎
マ
設
備
は
ず
一
市
川
だ
が
、
判
か
欠

け
て
い
る
こ
と
が
起
と
る
と
い
-
つ
い
ろ

な
意
味
で
影
詳
が
生
じ
て
く
る
。
少
一
以

か
ど
の
よ
一
つ
な
ー
へ
閣
を
育
て
一
:
一
川
〆
¥

か
H

と
い
う
基
ド
迎
念
を
い
ん
定
し
、
長

浜
の
子
い
こ
し
に
ち
に
本
当
の
臼
た

y
ふ

る
さ
と
を
忘
れ
る
こ
と
心
な
い
よ
っ
進
一

心
て
き
て
い
る
o

そ
し
て
、
ご
の
考
え

ω下
に
グ
恨
本
ρ
だ
け
は
也
八
わ
に
い
よ

}
つ
均
、
つ
で
い
ム
さ
に
ほ

ο

二

次

開

発

朗

報

は

な

い

かの

西
宮
議
員
・
人
川
和
市
長
山
制
下

ω
二
次

間
発
は
ス
ト
ッ
プ
を
余
伝
な
く
さ
れ
て

い
る
状
態
だ
が
、
最
近
は
明
一
x
H
話
町
一

も
な
い
。
町
民
、
い
た
半
が
一
一
れ
に
刈
す

る
例
報
を
待
つ
一
¥
い
る
が
、
向
は
レ
こ
の

よ
う
な
寿
一
人
会
持
っ
て
い
る
か
。

町
長
:
今
の
と
こ
ん
、
こ
指
摘
の
よ

う
な
明
る
川
J

、
ニ
ュ
ー
ス
は
な
い
。
か

し
て
次
問
問
J
X
〕
ぺ
い
て
の
基
本
心
川
は

，
一
ぶ
っ
た
く
支
え
て
い
け
な
い
っ
し
?
に
か
つ

て
、
市
三
関
係
機
関
と
の
接
似
を
続
行

一
し
お
り
、
少
し
で
も
好
転
す
ァ
つ
よ
う
一
-

今
後
も
努
力
L

一
い
く
。

町

民

の

場

改

良

計

画

は

の

ら火

土救急車

広域消

合長

(森林組合

は、

~ 

」さし〉。

霊童話は脊

11 9 

と)

. 

ル
ド
コ
を
つ
け
た
ま
ま
罫
句
局
付
近
ま

で
走
る
の
で
ホ
コ
リ
と
な
っ
て
陀
ロ
ハ
レ

己
目
仰
が
起
こ
っ
て
い
コ
。
せ
っ
か
く

の
町
民

ν
憩
い
己
広
場
な
の
だ
か
む
排

ぶ
な
L
一
の
改
良
整
帰
公
寸
プ
つ
計
画
は
な

い
泊
。
町
長
e

・
こ
の
こ
と
げ
つ
い
て
、
た

び
た
び
に
山
悩

μ
f
vリ
、
そ
の
つ
ど
孜
一
日

を
ほ
ン
っ
て
い
る
が
、
川
引
所
が
砂
地
な

ω
一
一
半

J?八
九
て
固
め
十
、

J

雨
の
あ
ム
一

使
用
さ
れ
る
と
川
町
商
が
変
化
し
や
ナ
ノ
¥

η
る
。
以
斜
J

包
つ
け
ア
水
た
一
一
九
一
む
と

で
き
な
い
よ
一
ぺ
進
め
で
い
る
べ
ど
う

)
一
一
ら
権
問
寄
り
が
十
/
刀
山
多
く
使
尉
さ

れ
、
吟
忌
を
ふ
か
汁
l

二し
J
U
(

日γ
認

に
字
削
し
て
刊
さ
ιし
い

、 ι!2 ìì~~布告カヨ OYj .1日からスタ

ぃ又
阿
叩
円

?
1
1
4
〈
8
4
1

・、

く
と
も
い
州
神
的
に
充
安

L
、

L
て
名

実
と
も
に
涜
合
し
て
よ
か
っ
た
と
喜
べ

る
学
校
を
め
主
す
べ
き
で
芯
な
い
か
。

紋
育
長
a

グ
知
識
や
校
耐
の
修
得
H
H

だ
け
で
人
間
け
つ
く
れ
る
も
の
で
ほ
な

い
と
足
解
し
て
い
る
o

教
育
は
グ
人
を

つ
く
る
ん
仕
事
で
、
自
然
、
人
間
、
社

会
、
こ
う
い
っ
た

L
ω
を

き

ち

っ

と

押

西

宮

議

員

・

i
一
州
大
橋
下
の
川
氏
の

一J
一
て
い

4
中
に
教
育
が
あ
る
三
守
え
で
一
広
場
は
雨
が
降
る
ー
と
開
水
が
f

工
夫
E-v-

い
る
o

訟
育
委
員
会
?
ば
回
一
一
一
目
に
丈
め
水

7
2
り
が
で
き
、
利
川
町
し
た
記

、1
1〉
f
-
Y

1

A

4

 

け
ツ
「
ヘ
υ

勺
Q
lム

川
/
臼
ハ
N
V

ペノ
M

¥、3
1

ノ、、
l
/

ノ

有
公

/
i
¥
/
t
¥
 

十。

守

事務所

してく

ートす

うこ f弘')

にともなけ上言I~V) よ

L 
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「
毎
年
、
会
費
(
現
在
百
円
)
だ
け
は

き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
け
ど
、
社
会
福

祉
協
議
会
っ
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
し

ご
と
を
し
て
い
る
の
?
」
と
い
っ
た
声

と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

か
-
そ
こ
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
(
略
し

ご
て
社
協
)
の
し
ご
と
の
あ
ら
ま
し
を

し
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

っ

し

ご

と

の

目

的

i
社
会
福
祉
の
増
進

{
を
は
か
り
、
恵
ま
れ
な
い
人
や
弱
い
立

協
場
の
人
も
み
な
平
等
に
、
し
あ
わ
せ
に

生
活
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
で
ー

す
。
し
ご
と
の
種
類
目
的
に
そ
っ
て
、

長
浜
町
社
協
で
は
現
在
、
お
お
む
ね
下

の
よ
う
な
活
動
や
事
業
を
弘
欝

F

行
っ
て
い
ま
す
o

療
機
務
総
饗
ザ

組
織
:
社
会
福
祉
法
人
蝿
鰯
鶏
懇

で

す

。

暴

露

1
役
員
・
:
団
体
の
代
表
者
や
必
議
制

学

識

経

験

者

な

ど

か

ら

な

る

三

ぷ

十
五
人
の
評
議
員
を
置
き
、
こ
の

う
ち
か
ら
理
事
十
五
人
、
監
事
二
人
を

選
任
。
ま
た
、
会
長
一
入
、
副
会
長
二

人
は
十
五
人
の
理
事
か
ら
互
選
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
担盛

事
務
局
・
:
役
場
住
民
課
内
に
置
い
て

騒

い

ま

す
o

局
員
は
次
の
通
り
。

盟
事
務
局
長
H
日
用
稲
生
(
住
民
課
長
)

盤
福
祉
活
動
専
門
員
H
石
内
義
盛
。
事
務

盤
員
日
橋
本
初
子
。
ホ

l
ム
ヘ
ル
バ

l
H

鴎
武
智
久
子
、
三
井
虎
子
、
谷
口
町
江
、

騒
泉
田
松
子
。

盈

事

業

計

画

や

予

算

総

会

を

開

き

決

盟

定

し

ま

す
o

予
算
は
国
庫
補
助
金
、
県

望
日
賀
補
助
金
、
町
の
一
般
会
計
補
助
金
お

よ
び
、
共
同
募
金
配
分
金
の
ほ
か
皆
さ

ん
か
ら
の
λ

い
ま
す
。

久保七郎会長

社
会
福
祉
活
動
を
よ
り
盛
り
上
げ
る
た
め
、
年
一
回
社
会
福
祉
大

会
を
開
く
ほ
か
、
新
し
い
事
業
や
予
算
を
決
め
る
た
め
総
会
を
聞

い
て
い
ま
す
。

パー

hv 
社
会
福
祉
事
業
に
つ
い
て

の
調
査
、
研
究
を
行
い
企

画
を
立
て
ま
す
。

ま
た
、
他
の
機
関
や
団

体
と
の
連
絡
調
整
を
は
か
り

社
会
福
祉
活
動
の
推
進
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

老
人
の
孤
独
化
を
防
ぐ
た
め
、
毎
月
一
回
「
敬
を

の
家
」
を
行
い
、
老
人
同
士
の
交
流
を
は
か
り
、

楽
し
く
過
す
一
日

寸
を
一
設
け
て
い
ま
す

骨量奇襲住金密告

kv
老
人
ク
ラ
ブ
の
育

成
、
老
人
学
級
一

ω

開
催
、
そ
の
ほ
か

研
修
会
や
講
習
会
な
ど
を
聞
き
、
社
会
福

祉
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

ム
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
貸
布

具
を
一
設
置
、
貸
出
し
管
理
そ

し
て
い
ま
す
。

ム
寝
た
き
り
老
人
や
一
人
暮
し

の
老
人
、
身
心
障
害
者
の
た

め
に
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
置

き
、
身
の
回
り
の
世
話
や
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
バ
1

は
現
在
四
人
。

ム
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
明
る

い
生
活
を
お
く
つ
て
い
た
だ

く
た
め
、
毎
月
十
日
二
十

日
、
二
一
十
日
に
「
心
配
こ
と

相
談
所
一
を
聞
い
て
い
ま

す。

ム
福
祉
余
の
誉
理
を
し
て
い
」
}
ふ

半
パ
フ
。(
日
取
近
、
借
り
た
ま
ま
返
さ

な
い
方
が
多
く
尉
っ
て
い
ま

す
)

小学校二14人!こ1人

l科学校三18人lこl人

生徒と先生の割合

「楽しかった
松山続行1

宮又晃

五
月
二
日
、
快
晴
、
絶
好
の
行
楽
び

よ
り
。

7

イ
ク
口
パ
ス
で
出
発
。
途
中

一
阜
の
窓
か
ら
若
葉
の
成
長
に
活
気
を
感

ず
る
o

い
く
つ
か
の
町
並
み
を
越
え
、

窓
越
し
に
み
る
山
藤
の
満
開
が
美
し
く

印
象
に
残
っ
た
。

「みんなで記念写真をパチリ。

いい患い出になりました|

ま
ず
第
一
会
場
に
到
着
し
、
陶
芸
一

ω

町
と
し
て
も
名
高
い
ほ
部
町
。
私
自
身

無
趣
味
で
も
製
造
過
程
を
見
て
い
る
と
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始
め
て
か
ら
も
う
十
二
年
。
雨
の
日

以
外
は
欠
か
さ
な
い
と
い
う
。

「
昔
は
胃
腸
が
と

く
に
弱
く
て
、
サ
イ

ダ
ー
を
少
し
飲
ん
で

も
下
一
則
す
る
く
ら
い

「農作業はなかなかいい運動」とす

がすがしい朝の空気の中で作業に一

息入れる熊野さん

で
し
た
が
、
朝
の
運
動
を
始
め
て
か
ら

は
食
事
は
モ
リ
モ
リ
、
何
を
食
べ
て
も

う
ま
い
。
酒
は
晩
酌
を
三
合
、
す
つ
や
る

が
快
調
そ
の
も
の
」
と
い
う
よ
う
に
、

朝
の
運
動
散
歩
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

弱
い
体
質
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
願

率三位恒

争奪、

「
五
年
前
、
老
人
最
近
は
ほ
と
ん
ど
が
カ
ラ
ー
だ
が
、

学
級
に
行
っ
て
寝
た
「
ち
っ
と
も
高
，
つ
つ
く
な
ん
て
感
じ
ま

き
り
老
人
の
話
を
聞
せ
ん
」
と
あ
っ
さ
り
。

い
た
が
、
話
だ
け
で
「
写
真
は
ご
ま
か
し
が
な
い
」
と
い

は
納
得
が
ゆ
か
ず
、
う
こ
と
が
魅
力
の
よ
う
。
そ
れ
だ
け
に

自
分
の
自
で
確
か
め
な
い
と
気
が
す
ま
日
野
さ
ん
の
写
真
に
は
記
録
的
な
も
の

な
か
っ
た
。
そ
し
て
寝
た
き
り
老
人
の
が
多
川
、
。
す
で
に
い
つ
か
ら
か
写
真
入

家

を

回

つ

り

日

記

帳

た

が

、

そ

ミ

・

〉

も

つ

づ

っ

の

記

憶

を

私

の

趣

味

は

υ
パ

チ

リ

庁

て

お

り

、

は

っ

き

り

め

く

っ

て

し

て

お

く

写

真

入

り

i
J
Y
沼
自
主
て
ミ
7
ν

ヘ
下
須
戒
/
み
る
と
、

i
ー

;

臼

記

も

I
E
吉
七
多
さ

A
f月
、

/

た
仏
め
に
は

J

f

声

、

あ

り

し

日

写

真

が

一

の

知

人

や

番
と
思
い
、
初
め
て
も
ら
っ
た
老
齢
福
友
人
の
写
真
、
訪
問
地
や
旅
先
の
風
且
民

社
年
金
を
足
し
て
カ
メ
ラ
を
買
い
ま
し
写
真
な
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
記
録

た
、
と
い
う
の
が
発
端
。
ち
な
み
に
そ
写
真
が
文
章
の
間
に
は
ら
れ
で
あ
る
。

の
と
き
の
カ
メ
ラ
一
万
一
千
円
、
福
祉
「
文
章
で
は
表
わ
せ
な
い
乙
と
も
、

年
金
月
額
二
千
円
で
あ
っ
た
o

も
う
、
写
真
が
あ
れ
ば
便
利
で
す
。
字
が
も
つ

フ
ィ
ル
ム
も
百
本
以
上
に
な
る
。
昂
っ
と
ス
ラ
ス
ラ
書
け
た
ら
ρ

本
H

に
し
た

た
写
真
は
写
真
帳
に
き
ち
ん
と
整
理
さ
い
と
思
う
ん
じ
ゃ
が
、
誰
か
お
願
い
で

れ
て
お
り
、
す
で
に
十
数
冊
。
き
ん
か
の
オ
!
」
と
、
く
や
し
そ
う
に

fji--tilde-((-fitalari--:atta--

つ
瀬
が
な
い
L

「
先
日
、
敬
老
の
家
で
老
人
ホ

l
ム
円

い
行
っ
た
が
、
ま
る
で
龍
宮
城
、
ホ

l
h

次
の
方
々
は
、
献
血
運
動
推
進
に
功

ム
は
ど
ち
ら
が
な
ぐ
さ
め
ら
れ
た
の
か
/
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
愛
媛
県
知

わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
元
気
そ
f

事
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
o

(

カ

う
な
笑
顔
で
話
す
。

J

ッ
ツ
内
は
住
所
と
献
血
回
数
)

森
川
紳
行
(
白
滝
@
幻
)
岸
本
才
市

(
長
浜
@
日
)
橋
本
陸
子
(
長
浜
@

日
)
山
口
ミ
ツ
子
(
山
山
海

cm)
宇
都

回
士
口
幸
(
豊
茂
。
日
)
松
田
士
ロ
幸
(
豊

茂
③
凶
)
旧
測
君
代
(
長
浜
。
6
)
次

家
和
子
(
長
浜
e
6
)
増
田
公
介
(
豊

茂
e
6
)
矢
野
元
幸
夫
(
長
浜
@
5
)

稲
田
好
治
(
長
浜
窃
5
)
高
田
美
香

(
櫛
生
@
5
)
木
村
金
嘉
(
出
海
8

5
)
大
本
春
明
(
豊
茂
@
5
)
松
本
順

一
(
豊
茂
e
5
)
上
回
節
呼
(
白
滝
@

5
)
木
下
哲
(
白
滝
@
5
)
。

い
か
ら
だ
o

さ
れ
て
い
る
o

最
初
は
山
登
り
と
い
う
こ
と
で
約
十
「
畑
仕
事
を
し
て
い
る
と
何
も
か
も

五
分
か
二
十
分
く
ら
い
で
行
っ
て
帰
れ
忘
れ
、
こ
れ
も
大
変
よ
い
運
動
に
な
り

る
コ

i
ス
か
ら
始
め
、
し
だ
い
に
距
離
空
す
ね
ェ

i
」

を
伸
ば
し
て
一
時
は
上
老
松
の
大
根
山
「
す
が
す
が
し
い
朝
の
宰
気
の
中
で

ま
で
を
往
復
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、
現
汗
を
か
く
の
は
、
と
て
も
気
持
ち
が
い

在

は

住

吉

い

で

す

公

園

が

日

よ

一

と

ス

的
地
o

距

早

朝

の

通

勤

散

歩

回

年

ン

ド

リ

し

離

が

一

や

い

た

体

つ

き

ど

け

に

¥

崎

一

認

鴻

も

熊

野

熊

惟

さ

ん

(

民

相

)

ツ

ヤ

ツ

ヤ

土
士
走
て

/
7
1
¥

し
た
笑
顔

た

り

歩

い

の

熊

野

さ

た
り
す
る
の
で
は
何
か
も
の
足
り
な
い
ん
は
、
ど
う
見
て
も
六
十
歳
代
の
感
じ

と
今
で
は
公
閣
の
上
の
州
を
分
け
て
も
夏
季
な
ら
五
時
、
冬
季
な
ら
六
時
に

ら
い
、
ミ
カ
ン
を
は
じ
め
ナ
ス
、
キ
ュ
ワ
起
J

床
、
愛
犬
と
か
け
出
し
遅
く
と
も
七

リ
、
ト
マ
ト
、
ト
ウ
て
ロ
コ
シ
な
ど
季
時
半
ま
で
ピ
は
帰
っ
て
く
る
。
住
吉
公

節
の
野
菜
ゃ
く
だ
も
の
F

つ
く
り
の
農
作
圏
へ
の
運
動
散
歩
は
、
熊
野
さ
ん
の
ほ

業
を
加
え
る
な
ど
自
分
な
り
に
工
夫
、
か
に
も
五
、
六
人
の
方
の
姿
が
見
ら
れ

朝
の
散
歩
を
よ
り
充
実
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
る
。
あ
な
た
も
、
い
か
が
で
す
か
。

話
さ
れ
る
が
、
ど
う
し
て
な
か
な
か

ω

達
筆
。訓
導
師
で
あ
る
日
野
さ
ん
。
趣
味
も

若
い
が
話
す
こ
と
も
新
し
い
o

「
国
会
討
論
会
も
聞
い
て
ま
す
。
ヤ

レ
老
人
福
祉
だ
五
人
福
祉
だ
と
お
祭
り

さ
わ
ぎ
を
す
る
が
、
こ
の
よ
う
で
は
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
若
い
も
ん
の
す
一

~"""­
これまでに撮った写真はごらえの通

り。愛用のカメラを手に元気はつら

つの日野さん

と
て
も
楽
し
か
っ
た
o

ま
た
、
次
の
会

場
、
大
山
寺
は
京
国
初
札
所
と
あ
っ
て
参

詣
人
は
さ
す
が
に
多
く
、
土
守
の
境
内
は

人
の
足
跡
で
ギ
ッ
シ
リ
。

参
拝
の
あ
と
い
甘
食
を
と
り
、
最
後
に

待
望
の
サ
ー
カ
ス
会
場
に
到
着
。
ス
リ

ル
と
ユ
ー
モ
ア
、
あ
い
き
よ
う
に
凸
昌
む

沢
山
の
演
技
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

す
。
観
客
を
満
足
さ
す
た
め
に
訓
練
ピ

調
教
に
大
変
だ
。

演
技
に
魅
せ
ら
れ
最
後
ま
で
観
時
惜
し

て
帰
路
に
つ
く
。

白
山
園
は
良
さ
所
、
た
、
あ
り
が
た
い

施
設
に
感
謝
し
よ
う
。

孟詮〆ぞ

事長

-
卒
業
率

森
川
さ
ん
ら
行
人

献

血

功

労

で



昭和田年日月号醒盤盤踊塑

一昌一

下
)
の
居
住
用
住
宅
の
新
築
工
事
に
着

手
ま
た
は
新
築
住
宅

を
購
入
し
、
完
成
後

ま
た
は
購
入
後
六
か

月
以
内
に
入
居
し
て

控
除
を
受
け
る
年
の

十
二
月
三
十
一
日
ま

で
引
続
き
居
住
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で

す。
-
控
除
さ
れ
る

税
額

l

取
得
し
た
住
宅
の

床
面
積
三
一
、
三
平
方

メ
ー
ト
ル
当
り
千
円

ー
』
マ
イ
ホ
ー
ム
と

「
ー
か
え
っ
て
く
る
税
金

l

の
割
合
で
、
最
高
三
万
円
(
昭
和
四
十

八
年
以
前
に
取
得
し

た
も
の
は
最
高
二
万

円
)
が
、
居
住
の
年

以
降
三
年
間
に
わ
た

っ
て
所
得
税
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
は
、
最
初
の
年
に

所
要
事
項
在
記
載
し

て
確
定
申
告
す
れ
ば

二
年
臣
、
三
年
目
は

年
末
調
整
で
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

編

集

後

記

お
寵

保ア生
護月也と
者届 qγ
氏出抑百

名分うき
続敬.l-
柄称モ?

旧喧う
2Lff 

日
経
は
残
暑
が
厳
し
い
よ
う
で
す
が

で
も
、
ず
い
分
し
の
、
ぎ
や
す
く
な
り
ま

し
た
ね
。

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
も
、
か
ら
だ

が
だ
い
ぶ
楽
に
な
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
ほ
ん
と
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

さ
て
、
そ
乙
で
本
紙
九
月
号
を
お
届

け
し
ま
す
。
今
月
号
は
お
年
寄
り
の
み

な
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
と
思
い
登
壇
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
の
薄
く
な
っ

た
方
は
若
い
人
に
読
ん
で
聞
か
せ
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
ね
o

と
こ
ろ
で
、
激
動
す
る
社
会
の
中
で

「
福
祉
」
と
い
え
ば
「
老
人
」
と
解
釈

さ
れ
る
ほ
ど
老
人
福
祉
が
叫
ば
れ
た
お

か
げ
で
物
的
に
は
か
な
り
の
向
上
が
見

ら
れ
ま
す
o

し
か
し
反
面
、
精
神
面
に

つ
い
て
は
、
と
申
し
ま
す
と
:
。

こ
れ
か
ら
の
老
人
福
祉
の
テ
!
?
は

「
老
人
に
生
き
が
い
を
」
で
す
。
表
紙

を
見
つ
め
な
が
ら
、
あ
な
た
も
考
え
見

つ
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
で
住
む
た
め
の
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
新
築
住
宅
を
買
っ
た
と
き
、
次

の
要
件
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
居
住
し

た
年
か
ら
=
一
年
間
住
宅
取
得
控
除
と
し

て
、
税
金
が
か
え
っ
て
き
ま
す
。

{主

所

白沖沖長長長長長

柴柴滝浦浦浜浜浜浜浜

長

女

恵

子

長

男

真

司

三

男

協

長

女

涼

子

二
女
あ
ゆ
み

長

男

丈

司

長

男

慶

長

女

恭

子

二

男

英

二

二

女

幸

子

馬

場

正

義

神
田
宇
佐
見

西

崎

利

行

谷

口

誠

二

田

淵

年

喜

法

文

明

綿

井

毅

平
田
降
士
山

稲

田

和

男

泉

真

一

l
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
に
は

l

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
白
か
ら
昭
和

五
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
問

に
、
床
面
横
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

以
下
(
昭
和
四
十
八
年
以
前
に
取
得
し

た
も
の
は
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以

謹罫覇軍蕗覇軍曹罰韓酷悪知醐埠時罵間臨酷制躍廟臨時轟翠覇軍需謡覇器購書蒋理署欝翠邑

お

氏14
名Eみ
分
死(
亡敬
時称
年略
齢)
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-
L

一二一一一三一一一戸一一一↑一一一三三

寄
付

。
出
海
保
育
所
保
護
者
の
会
;
放
送
設

備
一
式
(
四
万
一
千
六
百
円
)
を
出

海
保
育
所
へ

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
い
つ
も
見
や
す

く
、
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
宅
の
水
の
使
用
量
は
正
確
に
メ
ー

タ
ー
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ
ー
タ

ー

の

検

針

に

は

、

地

域

ご

と

¥

に
検
針
の
基
準
日
を
決
め
て
込
三

検
針
員
が
向
い
、
使
用
量
を
宅

L
J

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

FFF
〔

た

だ

し

、

次

の

よ

う

な

場

ぷ
f
/

合
に
は
前
回
の
使
用
水
量
な

J
L

ど
を
考
慮
し
て
決
め
ま
す
。
そ
し
て
次

回
の
検
針
で
精
算
し
ま
す
。

①
メ
ー
タ
ー
が
故
障
し
て
い
る
と
き

③
使
用
水
量
が
不
明
の
と
き
③
留
守
な

住

所

ど
の
た
め
検
針
で
き
な
い
と
き
。

検
針
を
能
率
よ
く
す
る
た
め
次
の
よ

う
な
点
に
つ
い
て
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を

y

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
②
犬

-
ノ
グ
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら

が

1
4
離
し
て
つ
な
い
で
お
い
て
く

道

り

と

だ

さ

い

④

家

の

増

改

築

な

ど

水

は

、

で

メ

ー

タ

ー

が

床

下

や

屋

内

¥

に

な

る

場

合

は

、

屋

外

の

検

針
し
や
す
い
場
所
に
移
し
ま
す
の
で
、

役
場
水
道
課
か
ま
た
は
指
定
の
水
道
業

者
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

白豊豊出櫛櫛今沖黒長長長長

J竜茂茂海生生坊浦田浜J兵浜浜

菊
池
ト
ミ
ヨ

伊

達

正

己

中

川

綾

夫

西

村

正

直

向
井
ト
ミ
子

供

本

恭

進

岡

田

金

吉

田
中
伊
勢
松

菊

地

幸

恵

後

藤

哲

哉

菊
地
キ
ョ
、
不

西

山

聡

玉
井
マ
サ
ヨ

(
七
七
)

(
六
五
)

(
七
九
)

(
八
八
)

(
五
二

ヱハ二一)

(
七
六
)

(
九
四
)

(
六
九
)

(

一

)
(八

O
)

(
一
一
)

(
八
二
)

結婚

惨

7月長浜町役場

届出舟〔敬称略〉

I8月1日現在[前月との比較
13.801人 ! 25人減

|人口 1(2732わIC立法)

l世帯数 I3叫帯( 岬減

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。

所

住

氏
名

婚
姻
届
時
年
齢

ま

7
「

長

浜

〈
戸
松
山
市

城
戸
輝
比
古
(
二
四
)

丸
川
美
智
子
(
二
一
一
)

幽幽幽幽鋭幽幽広報ながは

土用も過ぎてしのびよる秋の気

はいが感じられる頃。暑いと身体

はパテやすくなるかわりに血のめ

ぐりは案外良過ぎてカッカと頭へ

昇ることも多い。そして気分がしミ

らし λらする。このいらいらが逆に

人間の肉体の健康には大敵。結局

は人聞の寿命lこも影響してくる

込寿命といえば現在日本人の平均

が男 71. 1 6歳、女 76‘31歳

と世界のトップクラスとなったこ

とは目出たしユ限り。しかしながら

何にも出来ない生き甲支のない命

であればこれは誠に悲惨なことで

はあるまいか&昔の人は短命で

あったのか、道元神日市 54歳、西

郷渥盛、松尾芭蕉共lこG0歳、夏

目測:石49歳と大業を成しとげた

有名人でもアッと驚くほどの短命

の人が多いAそれにひきかえ現

代では彫刻家の平櫛田中先生10 

3歳、京都清水寺の管長大西良慶

師 10 1歳、出光興産の出光佐三

氏および芸術院長高橋誠一郎氏共

に91歳、俳人の富安風生氏90 

歳、いずれもかくしゃくとして活

躍中&我々も現代人として理想

的な天寿を全うしたいと願わぬ者

はないが、その方法如何となれば

精神の安定、過去の心配や先の取

り越し苦労をせず、現在を無理す

ることなく充実して過ごすことが

根本中の根本ではないかと思われ

る。清適の秋を目前lこして、一つ

自分の心を整えてみよう。

端?


